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令和７年11月 報道機関との定例懇談会 要旨 

 

１ 日  時 令和７年11月４日(火)13：15～14：15 

２ 会  場 市長応接室 

３ 参 加 者 報道機関８社、市側 

４ 懇談の概要 

(1) 情報提供項目 

減塩フェスタin久慈、市民ワークショップ、久慈市おためし地域おこし協力隊ツアー2025など、市長か

ら８件お知らせした。 

 

(2) 記者との質疑応答 
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資料９ 久慈市おためし地域おこし協力隊ツアー2025について 

現在の参加人数をお聞きしたい。 

現在、６名の申込みを受けている。 

 

資料３ みんなで考える久慈市の将来像、市民ワークショップについて 

ワークショップでは、市の職員がファシリテーターを務めるのか。参加団体によってテーマが異

なるのか、団体や参加者の関心に沿って議論を行う形式か。それとも共通のテーマが設定されてい

るのか。その形態について教えてほしい。また、意見は、市議会などで公表される予定か。 

ワークショップにはファシリテーターが必要であるが、政策推進課の職員を中心として行う予定

である。前回（平成27年度）は職員向けのファシリテーター養成講座を実施し、市民会議と２段

階構成で実施した。今回は、その経験を有する職員もいるものの、担当課職員が主体となって進め

る考えである。 

テーマは「2050年頃の久慈市の将来像」を見据えたものである。５年、10年といった短期スパ

ンではなく、より長期的な視点から「久慈市がどうあるべきか、どうあってほしいか」を議論して

もらう。団体ごとに関心や専門分野は異なるが、それぞれの得意分野で理想のまちを語ってもら

い、その中で将来像のキーワードを積み上げる形となる。広く意見を収集したい。 

議会に対しては、すでに１度説明しており、市民からいただいた意見をもとに、議員からも意見

をいただく予定である。 

 

全国闘牛サミットについて 

来年は10年ぶりの久慈市開催となるが、沖縄県うるま市のサミットを市長が視察したとのこ

と。来年のサミットに向け、どのような思いを持っているかお聞かせ願いたい。 

うるま市では大変な歓待を受けた。全国6県9市町の行政・関係者が集まり、大いに盛り上がっ

た大会であった。私は次期開催市長として「ぜひ久慈市にお越しください」と呼びかけを行った。

記念闘牛大会も10番行われ、非常に見応えがあった。闘牛サミットの重要性を改めて感じた。 

特に印象に残ったのは、うるま市職員の献身的な対応である。久慈市でも来年度に向けて、しっ

かりとした体制づくりを進めていきたい。沖縄の闘牛と久慈の闘牛は形態も雰囲気も異なるが、そ

れぞれの地域が長年取り組んできた伝統を肌で感じた。来年の久慈開催（6月14日）には多くの参

加が見込まれており、すでに実行委員会を立ち上げ、実行委員長も決定している。今後、具体的内
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容を詰めていく。 

 

資料６ 地産地消ふれあい給食について 

今年は養殖サーモンを使用すると聞いた。昨年までは天然サケだったのか。 

生産者等との懇談とあるがどういった関係者かお聞きしたい。 

昨年までは天然のサケであったが、今年から養殖サーモンを使用している。 

久慈市漁協の関係者が参加する予定である。 

 

クマの出没に関連して 

 今年のクマの出没件数および人的・物的被害の件数について、前年（昨年度）との増減も含めて

教えていただきたい。 

 ４月から10月までの集計では、まず目撃情報は今年度が69件、昨年度が51件で、18件の増と

なっている。次に、足跡などの痕跡情報は今年度が４件、昨年度が７件で、３件の減となってい

る。物的被害は、柵の倒壊や小屋の爪痕などを確認しているが、今年度が９件、昨年度が６件で、

３件の増である。 

作物被害については、主に夏場のデントコーンなどの被害が多いが、今年度18件、昨年度も18

件で、増減はなしである。 

人的被害は今年度に２件発生しており、4月22日に山根町、4月25日に宇部町で、いずれも70

代男性が被害に遭っている。昨年度は１件であり、１件の増である。 

最後に「うろつき被害」として、前日にも痕跡があり翌日も出没したようなケースを分類してい

るが、今年度６件、昨年度10件で、４件の減となっている。 

以上を合計すると、今年度は108件、昨年度は93件で、全体として15件の増加となっている。 

 被害の種類にもよるが、全体としては増加傾向という認識でよいか。 

 そのとおりである。特に目撃情報の増加が顕著で、18件増となっている。今年度は４月に２件の

人的被害が発生したことから、５月に注意喚起のチラシを全戸回覧した。その際、目撃等の情報提

供を呼びかけており、寄せられた情報に基づき、市の防災無線で注意喚起を行っている。防災無線

で放送されると、自動的に市のX（旧Twitter）アカウントおよび防災メールにも配信される仕組

みになっている。 

また、10月以降は件数が増加傾向にあり、特に10月から11月にかけては、冬眠前にクマが脂肪

を蓄える時期であるため、餌を求めて人里に出やすくなる時期である。加えて、今年はブナやドン

グリ類の実りが大凶作であり、山中の食料が乏しいため、人里近くに下りてくる傾向が強まってい

ると考えられる。 

 現在、X（旧Twitter）やメールでの情報発信を行っているとのことであるが、それ以外に、具体

的な資機材の準備や、緊急捕獲制度への対応などについて、既に実施している事項、または今後実

施予定の事項があれば伺いたい。 

 まず、啓発活動についてであるが、11月1日の区長配布において、改めて「クマへの注意喚起チ

ラシ」を回覧している。また、うろつき被害や物的被害、農作物被害等が発生した地域には、職員

が現地に出向き、被害状況の確認を行っている際、被害が継続している場合は、捕獲について久慈

市鳥獣被害防止対策実施隊へ指示し、わな等の捕獲用資機材を設置している。10月末時点で、久慈

市におけるクマの捕獲数は38頭である。 
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次に、令和７年９月１日から全国的に市町村長の判断で事業実施が可能となった「緊急銃猟制

度」への対応についてであるが、現在、市として対応マニュアルを作成中である。10月には実施隊

に対し協力を依頼しており、実施隊からは協力可能との回答を得ている。今月中に、マニュアルの

内容や、実施体制における報酬の設定等について具体的な協議を行い、マニュアルを完成させる予

定である。今年度中には、警察、教育委員会、関係各課との連絡会議を開催し、その中で図上訓練

を実施する計画である。令和８年度には、具体的な運用に向けた予算措置を講じ、本格運用を開始

する方針である。 

資機材の整備についても、令和８年度当初予算で対応を予定している。事業の内容によっては、

国や県の補助事業、交付金事業を活用することを検討している。 

マニュアルは今月中の完成を目指しており、完成後は実施隊と協議を行い、運用手順や記載内容

の確認を行う予定である。協議は今月中旬を目途としている。 

なお、実施にあたっては保険加入も必要となるため、その経費については令和８年度予算で対応

する。緊急銃猟制度が本格稼働していない現時点においても、市街地にクマが出没した際の見回り

や追い払い等は、従来どおり警察や実施隊の協力を得て実施している。警察や教育委員会とも情報

共有を行い、現行体制を継続して対応していく考えである。 

 最後に、県庁や国の間でもいろいろと議論がなされているようであるが、自治体として岩手県や

国に対して何か要望や要請などを行っているのか、あれば教えていただきたい。 

 動きとしては、岩手県市長会においてクマ対策に関する要望を取りまとめ、共同で対策強化を求

める要望書を提出している。提出日は先月末、10月31日であり、国の関係省庁および岩手県知事

に対して実施したものである。 

主な要望内容としては、まず、クマの個体数が増加している現状を踏まえ、ツキノワグマの個体数

調査をはじめ、地域ごとの生息状況の把握、適正な頭数管理、捕獲の実施体制の整備、被害防止対

策の強化などを求めている。 

また、クマの出没が人間の生活圏に及ぶ事例が増加しており、その多くは河川を伝って侵入してく

るケースである。さらに、緩衝地帯が藪化していることも出没増加の一因となっている。このた

め、道路・河川などの公共施設における草刈りや藪の伐採などの管理活動を、定期的かつ継続的に

実施できるよう支援してほしいという要望を行っている。 

加えて、現在の補助制度では、農作物被害防止を目的とした電気柵設置などには補助があるもの

の、住宅地や観光地、人の往来が多い地域での侵入防止対策に対する支援制度が存在しない。その

ため、こうした地域における侵入防止対策への支援を拡充してほしい、という点も主な要望内容と

なっている。 

毎日、クマの被害が全国的にトップニュースとして報じられており、人身被害が急増していると

感じている。久慈市内でも、山間部に限らず市内全域で「クマに遭うのではないか」と心配する声

が多い状況である。 

もはや注意喚起だけでは済まない段階に来ている。藪の刈払いなど、具体的な対策を進める必要

がある。これらの作業には経費がかかるため、県に対しても強く支援を要請していく考えである。 

河川については県管理のものもあるが、市が管理している河川も多く存在する。したがって、で

きる限りの範囲で注意喚起だけでなく、具体的なクマの出没対策を講じていかなければならない。

財源の確保が常に課題であるが、国だけでなく県も緊急性をもって取り組む必要があると考えてい

る。 
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これだけ被害が出ているにもかかわらず、山に入る人は依然として多い。クマ鈴を持っていれば

遭遇しないという保証もなく、報道によれば人に慣れたクマが増えているという指摘もある。久慈

市内では４月の人身被害（２人負傷）以降は人的被害は発生していないが、北上、花巻、一関など

では深刻な状況であり、非常に危機感を抱いている。 

今後、人身被害を発生させないためにも、具体的な対策を早急に講じていかなければならないと

痛感している。予算措置は新年度からという話であるが、状況を見ながら、必要な対策は前倒しで

実施していく考えである。 

 クマの出没情報についてであるが、防災メールで「クマの出没情報」が配信される際、頭数まで

記載してもらえるとより分かりやすいと思う。要望として申し上げたい。 

 基本的には成獣一頭の場合が多いが、実際には親子連れのクマも確認されている。目撃者から連

絡が入った際には、「何頭でしたか」と確認して頭数を記録するようにしているが、今後は防災

メールにも可能な範囲で頭数を反映させるよう検討したい。 

また、先ほど申し上げた38頭の捕獲についてであるが、これはすべて捕殺である。クマの特例

許可捕獲上限は、県が定めており、昨年度・今年度ともに796頭が上限となっている。なお、県で

は11月から独自に200頭分の追加枠を設定する方針であるが、その追加分の配分について、どの

ような対応となるか示されていない。 

捕獲頭数の上限というのは、市町村ごとに設定されているのか。 

 岩手県において上限がある。久慈市では10月末時点で38頭を捕獲している状況である。ただ

し、市町村によっては、猟友会の組織体制や人員の状況により、積極的に捕獲対応ができる自治体

とそうでない自治体がある。そのため、捕獲実績や対応方針には地域差が生じているのが実情であ

る。 

久慈市では、猟友会の推薦を受けて委嘱した実施隊が対応しており、例年およそ50人規模の体

制で活動している。クマの出没や農作物被害などが発生した場合には、今後も被害が継続するよう

であれば、捕獲を指示する体制としている。 

クマに関して関連の質問である。自治体によっては、ハンターの報酬を引き上げるところもある

が、本市としての対応、いわゆる手当等はどのようにしているのか。また、経済的な影響について

も、飲食店や観光地で打撃を受けているという報道もある。その点に関して、何か検討しているこ

とがあれば伺いたい。 

単価については、実施隊との事前協議の中で「罠の設置など労力がかかる」「設置しても捕獲で

きない場合もある」といった意見もあり、今後の見直しを検討しているところである。 

10月には実施隊と協議を行い、令和８年度に向けて単価をどう設定するかについて議論した。協

力なしには成り立たない部分もあるため、今月中に対応マニュアルとあわせて単価の改定案を共有

する予定である。 

また、今の時期は山に入る人や観光客、トレイル利用者もいるが、全域的にクマの出没が多い状

況であり、経済的な影響は懸念している。そのため、防災行政無線や防災メールなどを活用し、注

意喚起を行っているところである。ただ、市外・県外からの観光客がどのような情報を得ているか

については、やや影響が限定的とみられる。 

なお、市ホームページでは5月以降、注意喚起情報を掲載し、「クマ出没情報マップ（Google

マップ）」を作成している。目撃情報が寄せられるたびに随時更新しており、11月1日現在で2万

件を超えるアクセスがあった。来訪前に確認する人も多く、関心の高さを感じている。 



 5 / 5 

市 長 

 

記 者 

市 

 

 

経済的損失の補填は非常に難しい問題である。クマの出没が原因で売上が減少することはあり得

るが、因果関係を明確に示すのは困難である。国や他市町村の動向を注視していきたい。 

クマの出没は市内全域で出ているのか。地域の違いはあるのか。 

地域ごとの詳細なデータは手元にないが、春以降の目撃情報をマップにプロットすると、ほぼ全

域で確認されている。侍浜、大尻地区、山根、山形などでも報告がある。また、河川敷を移動経路

として利用する傾向があり、河川敷での目撃も多い。 

先週30日に県主催のクマ対策会議があり、岩手大学農学部の山内准教授による講演が行われ

た。その中で、クマは河川敷を通じて広範囲を移動することが多く、遺伝子解析の結果、１日で十

数㌔移動する個体も確認されているとの報告があった。 

山内准教授は県内で、沿岸北部・南部、内陸北部・南部の４地域に分けて個体数調査を行ってお

り、沿岸北部ではやや減少傾向だが、盛岡など内陸部では増加しているという。 

今年はブナなどの実が凶作で、繁殖で生まれた個体が餌を求めて人里に出やすくなっているとの

分析が示された。人身被害も多く報告されており、出没するクマは捕獲・捕殺の対象とすべき段階

に入っているとの見解であった。 

以 上 





久慈市

報道機関との定例懇談会 提供資料 

日時：令和７年 11月４日(火) 13：15～ 

場所：市長応接室 

番号 資料名等 担当課 備考 

１ 主要行事予定 各課共通 

２ 塩加減もあまちゃんで♪減塩フェスタ in 久慈 保健推進課 

３ 
みんなで考える久慈市の将来像 

市民ワークショップ 
政策推進課 

４ 社会体験 WEEK 企業立地課

５ 
いわてネクストジェネレーションフォーラム

2025 
地域づくり振興課

６ 地産地消ふれあい給食
農政課（林業水産課・

産業建設課）

７ 第 105 回海洋教育フォーラム 港湾エネルギー推進課

８ 久慈市民おらほーる劇場 山形教育室

９ 久慈市おためし地域おこし協力隊ツアー2025 地域づくり振興課





令和７年度

減塩フェスタin久慈
入場無料

【13:30～15:30】📢 定員 200名（先着順）

主催：久慈市
共催：久慈医師会、久慈歯科医師会、久慈薬剤師会、公益社団法人岩手県栄養士会、久慈保健所、久慈市教育委員会、

久慈市学校保健会、国民健康保険久慈地区協議会、久慈市保健推進委員連絡協議会
後援：岩手県脳卒中予防県民会議

2025.11.8 sat 11:00〜15:30
会場：元気の泉（久慈市旭町8-100-1）

挨 拶 久慈市長 遠藤 譲一 (国保地区協議会会長)

久慈医師会副会長 白戸 隆洋 先生

活動発表 ① 給食センターにおける減塩の取組（久慈市学校給食センター）

② 持続的な健康経営の取組（株式会社カヌカテックプラス）

③ みんなですすめる減塩の取組（久慈市保健推進課）

●野菜摂取量測定

📢 駐車場
元気の泉、市民プール、久慈市役所をご利用ください。

【11:00～13:00】

● おおみ屋特製健康弁当（税込1,000円） 詳しくは裏面をチェック！

● 健康・栄養相談 ● 減塩みそ汁試飲 ● 野菜摂取量測定 (株)バイタルネット

💡 体験コーナー

🍱 お弁当販売（事前申込の方のみ） ※12：30まで

🍳 屋台コーナー(飲食スペースあり！テイクアウトもOK！）

● 出店者 おおみ屋、コノハナサカス、ウィークエンド
● 減塩お惣菜、減塩からあげ、減塩ポテトなど

※内容は変更になる場合があります。

📢 ご来場の事前申込
電話（保健推進課：0194-61-3316）または右記二次元コード

ｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞ 久慈医師会会長 金子 卓司 先生

講 演 「血圧をしっかり下げて健康寿命を延ばしましょう」
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減塩弁当申込票

令和７年度
塩かげんもあまちゃんで♪減塩フェスタin久慈

【弁当申込先】おおみ屋（久慈市長内町34-26-1）

TEL：0194-52-1155 FAX：0194-52-1032

申込日 令和７年 月 日

ふ り が な

氏 名

電話番号

弁当個数 1,000円 × 個

おおみ屋特製健康弁当 1,000円(税込)

【申込期限：令和7年10月31日（金）】

●減塩弁当は事前予約が必要です。

① 電話で予約する（TEL 0194-52-1155）

名前、連絡先、個数をお伝えください。

② FAXで予約する（FAX 0194-52-1032）
下記にご記入のうえ、FAXで送信ください。

●希望する方は、下記のいずれかの方法でおおみ屋へ直接ご予約ください。

●当日のお渡しについて
・日 時 令和７年11月8日（土）11:00～12:30
・場 所 元気の泉 多目的ホール
・支払い 現金のみ（なるべくお釣りのないようご協力願います）



「みんなで考える久慈市の将来像 

 市民ワークショップ」開催のお知らせ 

更新日：2025 年 10 月 07 日 
ページ ID : 5787 

久慈市では、第 2 次久慈市総合計画を市の最上位の計画として位置づけ、市の様々な施策を展開しているところですが、

当該計画は、令和 9 年 3 月 31 日を終期としていることから、現在、第 3 次久慈市総合計画の策定に向けて準備を進め

ているところです。 

この第 3 次久慈市総合計画の基本構想を定めるにあたっては、幅広く様々な御意見をお聞きすることが重要であること

から、ワークショップを通じて、市民の皆様の頭の中にある、久慈市の将来像と、その将来像を作り上げるための市民

の行動指針について言語化し、その結果を基本構想に生かしたいと考えております。 

ワークショップは、市内に在住の中学生以上の方などを対象としており、個人向けのものと団体向けのものを開催する

こととしております。 

個人での参加はもちろんのこと、会社、学校、普段一緒に活動する仲間などと、久慈市の将来を考える機会としてご活

用いただければ幸いです。 

個人向けのワークショップ 

対象者 

久慈市内に住所がある方又は市内の職場で働く方で、中学生以上の方 

開催日時 

次のいずれか希望する日（内容はいずれも同じです。） 

· 11 月 9 日（日曜日）13 時 30 分から 16 時まで 

· 11 月 20 日（木曜日）18 時から 20 時まで 

· 11 月 22 日（土曜日）9 時から 11 時 30 分まで 

開催場所 

いずれの日も久慈市役所 3 階大会議室で開催します。 

申込方法 

添付個人向けチラシの裏面をファックス、メール、又は、次の二次元コードから申込 
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団体向けワークショップ 

対象者 

次のいずれも満たす団体 

· 久慈市内で活動する任意団体、法人等 

· 参加される方が中学生以上 

· 参加される方の人数が 5 人以上 30 人以内 

開催日時 

11 月 1 日（土曜日）～11 月 30 日（日曜日）において、参加する団体と主催者において日程の調整がつく日 

開催場所 

市役所の会議室のほか、団体が活動する場所（会社であれば、その会社の会議室等）など、団体の希望する場所と調整

いたします。 

開催時間等 

ワークショップの全メニューを実施する場合に係る時間を、おおよそ 2 時間半と想定しておりますが、団体の希望によ

り内容を分けて実施する場合には、2 回から 3 回程度に分けて実施することや、一部のみ実施することなども可能です。 

申込方法 

添付団体向けチラシの裏面をファックス、メール、又は、次の二次元コードから申込 



 

社会体験Week事業概要 

 

目 的

仕事を体験することにより、働く人と地域がどのような関わりをもちな

がら社会を動かしているかなど、多様な気付きを得ることにより、将来に

ついて真剣に考えてもらうための学習機会を提供するもの。

 
主 催 久慈地域キャリア教育実行委員会、久慈市内、野田及び普代中学校

 
対 象 久慈市内及び野田、普代中学校２年生（約300人）

 

期 間
・令和７年11月11日（火）から13日（木）【第１クール】 

・令和７年11月18日（火）から20日（木）【第２クール】

 

時 間

原則午前９時から午後３時まで 

※生徒輸送の関係上多少前後する場合があり。

 
場 所 久慈地域内受け入れ事業所（130事業所程度）

 
取材に関する事項 取材を希望する場合は、事業所により取材の可否等があることから、事務

局（久慈市企業立地港湾部　企業立地課）へ問い合わせすること。

 
連絡先 久慈市企業立地港湾部　企業立地課（担当：梅澤） 

TEL:0194-75-3891 FAX:0194-52-3653 

Email:d-umezawa@city.kuji.iwate.jp
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ネクジェネいわて2025のメインビジュアルは
専門学校との企業連携の一環で、下記2名の
学生と協働で制作しています。

MCL盛岡情報ビジネス＆デザイン専門学校
■グラフィックデザインコース2年
　若山 未来・佐々木 愛莉

～「
岩
手

」で
満ちる私たちの

好
き
～

11/15

SAT 10：00～17：00
◎主催／岩手県　◎問い合わせ／いわてネクストジェネレーションフォーラム2025事務局（岩手日報広告社内） Tel.019-653-6125

会場／ アンバーホール久慈市
文化会館

若
者
と

未
来
の考

え
る

イ
ベ
ン
ト

大
人
が

岩
手
を

※ネクジェネいわて2022で決定した
「イワテノコレカラ」スローガン
※ネクジェネいわて2022で決定した
「イワテノコレカラ」スローガン

岩手県久慈市川崎町17番1号

入場無 料

イベント情報
随時更新中！
公式ホームページを

CHECK!!@北いわて

今
年
は
久
慈
市
で
開
催
！

どなたでも参加可能
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ライブ配信は公式ホームページから
ご覧いただけます。

※イベント内容は一部変更となる場合がございます。
　あらかじめご了承ください。

ライブ配信!!

14:00～15:00

一般社団法人 フィッシャーマン・ジャパン

松本 裕也

魅力ある
地域づくりへの挑戦

『北いわて』エリアの魅力 

探究心が動き出す！
高校生チャレンジ
ワークショップ
in ネクジェネいわて2025

チャレンジ精神が未来を拓く
～高校生が持つ無限の可能性～

講演

いわて若者カフェPresents
ユベントス×久慈翔北高校

and more...

北いわてから未来を描く
ワークショップ成果発表

若者団体・企業等の
活動PRブース出展

基調講演

10:00～10:10 オープニングアクト

15:35～16:45

10:20～11:05

15:10～15:30

探究ワークショップ
11:15～14:00

岩手県知事

達増 拓也

パネルディスカッション

■コメンテーター

株式会社Wakey 代表

高橋 和氣

ダンスチーム
SUN LIGHT 代表

佐々木 陽菜
株式会社
十文字チキンカンパニー

中村 克彦
合同会社OLD NEW 代表

馬内 広斗

Hamako Baseball School 代表
久慈ポニーSAMURAI FUTURES
代表・監督
洋野町教育委員会 教育委員
ひろの未来町民会議委員

濱端 航大■コーディネーター ■パネリスト

岩手のより良い未来をつくるためのアクションプランを、
北いわてエリアの高校生と一緒に考えます！

北いわてエリアで仕事や暮らしを営む、10代後半～30代の
メンバーが「若者に選ばれる地域に必要なこと」をテーマ
としたワークショップの成果を発表！

参加する高校生たちが、探究学習のアイディアをネクジェネ
会場内から探し、具体的な立案まで考えます。

久慈翔北高校生が北いわての魅力発信に挑戦！
北いわての“山ぶどう”の利活用・情報発信ブース。

ネクジェネ
いわて
2025
公式HP

会場内ステージの様子を

会場に来る事ができない方も
イベントに参加できる！

会場案内［久慈市］

当日参加
大歓迎！

ど
な
た

でも
参加可能

入場
無 料 11/15

SAT 10：00～17：00
会場／アンバーホール

久慈市文化会館

～「岩手」で満ちる私たちの好き～

長内
川

長内
川

久慈川

●ミニストップ

宮脇書店
●

ケーズデンキ
●

JR八戸
線

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

久
慈
駅

久慈
市役所

45

281

395

アンバーホール
久慈市文化会館

［久慈駅から徒歩10分］

@北いわて

Profile 企業の復興支援で石巻に移住。その後フィッシャーマン・
ジャパンで地域企業と連携して実践型インターンで若者と水産業
をつないでいる。採用支援を通じ、若者が活躍できる環境づくりに
取り組む。

北いわてイノベーションゾーンプロジェクト
（北いわて産業・社会革新ゾーンプロジェクト）とは？

豊かな農林水産資源や再生可能エネルギー資源を有す
る北いわてにおいて、あらゆる世代がいきいきと暮らし、
持続的に発展する地域を実現するため、岩手県が推進し
ているプロジェクトです。

～水産業でも若者が集まるフィッシャーマン・
ジャパンの新3Kな取り組み～

ダンススクール「SUN LIGHT」メンバーによるダンスステージ

～愛着のある場所になるために～



令和７年度「地産地消ふれあい給食の日」事業実施要領 

 

１　目的 

　　　　「地産地消ふれあい給食の日」を設け、久慈市を代表する「旬」の農林水産

物を活用した学校給食を提供するとともに、当該農林水産物の生産に携わって

いる生産者等とのふれあいの日を設定することにより、久慈市の農林水産業に

対する子どもたちの関心や理解を深め、地産地消及び食育の推進を図ることを

目的とする。 

 

２　事業内容 

（1）久慈市を代表する「旬」の農林水産物を活用した学校給食の提供 

（2）生産者及び市関係者の学校給食への参加 

（3) 児童･生徒等に対する生産者を講師とした出前講座 

 

３　事業の実施予定 

（1)　鮭　　　　　　　11 月 

（2)　短角牛　　　　　11 月 

（3） ほうれんそう　　12 月～１月 

（4)　しいたけ　　　　１月～２月 

(5)　チキン　　　　　12 月 

※ 具体的な実施日については、久慈市、久慈市教育委員会及び学校が 

協議のうえ別途定める。 

 

４ 事業実施主体 

　　　 久慈市、久慈市教育委員会 

 

５ 事業の対象 

（1）地産地消給食の提供は市内小中学校を対象とする 

（2）出前講座については小学校を対象とし実施する 

 

６ その他 

　　　　「地産地消ふれあい給食の日」には、上記実施月に掲げる食材をメインとし

た給食を提供するとともに、その他の食材に関しても可能な限り地元農林水産

物の食材等を活用した給食の提供に努めるものとする。 

　　　　なお、当該給食の日には農林水産物の生産に携わっている生産者にも出席を

お願いし、子どもたちに生産者の生の声を伝えることにより、地産地消及び食

育推進の一助とする。 

 

７　事務局 

　　　久慈市産業経済部農政課
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（案） 

「地産地消ふれあい給食の日（鮭の日）」計画書 

１　目　的 

　　「県の魚」である鮭は、久慈市でも最も重要な水産物の一つである。11月 11 日は「鮭の

日」であることから、この日にちなみ「地産地消ふれあい給食」において育ち盛りの児童

から栄養価に優れた鮭(養殖ギンザケ)を食していただき、併せて生産者等と懇談しながら

魚食普及を図るものとする。 

 

２　開催日及び実施場所等 

 

３　進行（来内小学校、佐藤先生） 

 開催日 実　施　校 参加者(関係者)

 

Ｒ７.11.17（月）

久慈市立 来内小学校 

（全校児童５名）　　 

※会食学年：３・６年 

(３年 １名、６年 ４名)

久慈市(3)、久慈市教育委員会(1)、生産者

[漁協](1)、県北広域振興局水産部職員(1) 

(計６名 ( )は参加者数)

 時　　間 進　　　　　　　行

 11：35 
 
 

11：40 
 
 

11：50 
 

12：05 
12：20 

 
12：50

出席者側：小学校に到着 
（学校側：学習会準備完了） 

 
学習会・会食開始 
・挨拶（校長４分、市長４分） 
・関係者紹介（２分） 
・学習会（水産部 10 分(秋鮭とギンザケ養殖について)） 
・児童質問、感想発表（５分） 
・会食準備（15分）⇒関係者は控室（校長室等）で待機 
・会食（30分）  
 

　学習会・会食終了

公用車：NO.５ トヨタ ノア 
市役所正面玄関前出発（10:45） 

※坂川教育長 同乗



「地産地消ふれあい給食の日（短角牛の日）」計画書 

 

１ 目　　的 

　　久慈市の基幹作目である短角牛を使用した学校給食を提供するとともに、短角牛の生

産に携わっている生産者と子供たちとのふれあいの日を設定することにより、久慈市

の農林水産業への関心や理解を深め、地産地消及び食育の推進を図る。 

2 日時及び実施場所等 

 

3 進行予定 

 日時 実施校 参加者

 
令和７年 11 月 28 日（金） 

11:45～12:55

久慈市立長内小学校 

（　学年児童　名）

久慈市 

久慈市教育委員会 

生産者 

(有)総合農舎山形村

 時　間 進　　　　　　行
  

１１：４５ 

 

 

１１：５０ 

 

 

１２：００ 

 

 

１２：２０ 

 

１２：３０ 

 

 

 

 

 

１２：５０ 

 

１２：５５ 

 

出席者小学校到着　→　校長室へ 

（学校側：別室に給食準備し、会場へ運ぶだけにしておく） 

 

給食会開始 

・校長先生挨拶、久慈市挨拶（市長） 

・来賓紹介 

・学習会（農舎５分、生産者 10分） 

・児童質問 

　　・記念写真　・・・　越戸撮影 

配　膳（児童） 

 

給　食（児童たちと給食を食べながら懇談） 

 

 

 

 

 

感想発表 

 

給食会終了

【給食メニュー】（今年のメニュー） 

牛丼ほか





主　催　　（公社）日本船舶海洋工学会海洋教育推進委員会、久慈湾総合開発促進協議会

共　催　　久慈市教育委員会

後　援　　国土交通省東北地方整備局釜石港湾事務所、岩手県、洋野町、野田村、普代村、久慈商工会議所、久慈市漁業協同組合

第105回

第105回 海洋教育フォーラム／令和７年度 久慈湾総合開発促進協議会講演会

■主催者挨拶
　・久慈市長　遠藤　譲一
　・（公社）日本船舶海洋工学会　
　　海洋教育推進委員会　委員長　小林　正典

■講演②
　三陸から日本の水産業を新3K
　（カッコよくて、稼げて、革新的）産業に
　・㈱フィッシャーマン・ジャパン・マーケティング
　　代表取締役社長　津田　祐樹 氏

■発表②　岩手県立久慈翔北高等学校
　・演　題：久慈市内河川における魚類相について
　・発表者：総合学科　海洋科学系列3年
　　　　　　蒲野　昊さん・播磨　侑悟さん

■閉会挨拶
　・第105回海洋教育フォーラム実行委員会
　　委員長　北澤　大輔

■講演①
　能登半島地震・奥能登豪雨における
　輪島市の対応と復興
　・輪島市長　坂口　茂 氏

■発表①　岩手県立久慈翔北高等学校
　・演　題：岩手県北地区のダイナンギンポの有効利用に向けて
　　　　　　第８報～ウニ畜養場におけるダイナンギンポ畜養試験～
　・発表者：総合学科　海洋科学系列３年
　　　　　　山口　真里さん・三角　心道さん

■発表③　岩手県立種市高等学校
　・演　題：令和7年度津波防災出前授業活動報告
　・発表者：海洋開発科３年
　　　　　　鹿糠　大翔さん・野田　利央さん・
　　　　　　松川　凜雅さん

13:05

13:35

14:15

15:05

15:18

15:44

15:31

PROGRAM
プログラム

休憩15分

海のことをもっと知ろう！
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久慈市民おらほーる劇場　第17回公演

■ 主　催／久慈市教育委員会 ■ お問い合わせ／おらほーる（久慈市山村文化交流センター） ☎0194－72－3711

アンバーホール／おらほーる　　〈山形町〉リカーフーズきちや／ふるさと物産センター／へろまち産直館■ プレイガイド

作：神久保　敬里　　演出：小笠原　克哉　　作画：山下　竜司

おらほーる会場

（久慈市山村文化交流センター）

17：30開場 18：00開演 13：30開場 14：00開演
11月
2025年22日(土) 23

１日目 ２日目

日(日)
一 般 800円（当日1,000円）
高校生
以 下 400円（当日 500円）

（未就学児無料）
前売り券は、予約が可能です。

入場料

■ 運行バス： 公演当日は、久慈地区合同庁舎から無料バスを運行します
おらほーる行　1日目 11月22日 17：00　２日目 11月23日 13：00　  

※ご利用希望の方は、事前におらほーるまでご連絡ください。

こんにちは ヴァン
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■ＣＡＳＴ
	 黒 畑　翔斗 	 小渡芙愛桃 	 西川柚希子 	 澤口　朋花 	 皆川　凪花 	 西川　杏実
	 中塚　裕太 	 小袖　明子 	 大西　健一 	 富澤　秀明 	 木地谷　淳 	 梶谷　祥吾
	 二ツ神聖也 	 前川　星也 � ほか　（順不同）

■ＳＴＡＦＦ
	 神 久保敬里 	 小笠原克哉 	 高井　　翼 	 下田　敏子 	 栁久保千春 	 山下　竜司
	 朝比奈つとむ	 菊地　椋仁 	 富澤　秀明 	 前川　星也 	 向井　　李 	 小室　圭稔
�  ほか　（順不同）

作　：神久保　敬　里
演出：小笠原　克　哉
作画：山　下　竜　司

【あらすじ】
　ある山間の街、山形町。「地域おこし隊」の子どもたちは、空腹で倒れていた外国の青年 

『ヴァン』と知り合う。子どもたちは、『ヴァン』を地域の世話役である白樺先生の所に連れ
て行き食事をご馳走する。
　子どもたちや地域の人たちと仲良くなった『ヴァン』は、世話になったお礼にと、白樺
先生の家の壁に絵を描いて去っていった。
　その後、町一番の目利きが残された絵を見て仰天。「これ、あの人の作品じゃないか？」
　町中が大騒ぎになる中、子どもたちは、絵を泥棒から守り、地域を盛り上げることはで
きるのか・・・

※この物語は、フィクションであり実在の人物及び地名とは関係ありません。

久慈市民おらほーる劇場　第 17 回公演

こんにちは ヴァン

制　作 ： 久慈市教育委員会

プレイガイド
おらほーる　アンバーホール　リカーフーズきちや　へろまち産直館
道の駅白樺の里やまがた（ふるさと物産センター）

お問い合わせ：おらほーる（久慈市山村文化交流センター）　0194-72-3711

無料シャトルバスを運行します
久慈地区合同庁舎⇔おらほーる

11月22日　17：00　合同庁舎発
11月23日　13：00　合同庁舎発
※ご利用される場合、時間までにお越し
　ください。

チケット	 前売り	 800円	（当日	1,000円）
	 高校生以下	 400円	（当日	 500円）



2025年11月22日（土）

〜11月24日（月祝）

当ツアーは、
「移住に興味があるけど久慈市には行ったことがない」
「協力隊のリアルな声を知りたい」「久慈市ってどんなところ？」
という方に具体的な活動や生活のイメージを持っていただたくためのプランです

【主催】久慈市 【企画運営】合同会社プロダクション未知カンパニー

おためし

地域おこし協力隊

ツアー2025

おためし

地域おこし協力隊

ツアー2025

体験料・宿泊費無料！

（現地までの交通費・飲食費は個人負担）

参加者募集！
参加者募集！

instagram[くじふぃー]・公式LINE「久慈市移住・Uターン相談アカウント」にて情報発信中！

久慈市は「白樺ゆれる　琥珀の大地　海女の国」のキャッチフレーズを掲げる、
 岩手県の北東部に位置する、雄大な自然と美しい景観に囲まれた地域資源が豊富なまちです

 　応募締め切り 

10月31日（金）
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集 合 久慈第一ホテルロビー （13:30）

応募は
QRコードから

久慈市
おため

し地域
おこし

協力隊
ツアー

2025

募集要
項久慈市

おため
し地域

おこし
協力隊

ツアー
2025

募集要
項

応募締め切り 　
10月31日（金）

個性が活き
る仕事と暮

らし

久慈市をフィールドに「夢を実現させたい！」「自分のスキルを生かした事業を行いたい！」「将来は
地方移住、地方での起業をしたい！」「田舎・地方に住んでみたい！」という方のご応募をお待ちし
ております。あなたのアイディアで久慈市を盛り上げませんか⁉

✉️ fujiori@michicompany.net【(同)ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ未知ｶﾝﾊﾟﾆｰ 藤織】
📞 0194−52−2116（久慈市役所地域づくり振興課）

日 時 11月22日(土)〜
11月24日(月祝)12:30

対 象 ・久慈市地域おこし協力隊への応
募に興味がある人
・居住地が３大都市圏・都市地域
等であり久慈市地域おこし協力隊
応募条件を満たす人・基本的なパ
ソコン操作及びSNSの活用ができ
る人
・心身ともに健康で、市民及びツ
アー参加者と協調性を持って接す
ることのできる人
・18歳以上の人

参加費 無料
※交流会参加費（5000円程度）、
滞在中の食事代、
現地までの交通費は参加者負担

| スケジュール |
11月22日（土）
・小袖海岸散策
・ガイド付きまち歩き
・オリエンテーション
・地域おこし協力隊&市民との交流会

| 昨年度の参加者の声 |

佐藤 元彦
（久慈市地域おこし協力隊）

こんにちは！
久慈市の地域おこし協力隊の佐藤です。
昨年10月、「おためし地域おこし協力隊ツアー」に参加したのが
きっかけで、東京の世田谷から移住してきました。
それまで久慈を訪れたことがなく、どんな地域なのかな？とい
う軽い気持ちだったのですが、海があって山もあり、自分の夢
にチャレンジできる地域おこし協力隊員を募集しているという
ことで移住を決心しました。
現在、私がチャレンジしていることは、自分の好きなレザーク
ラフトとコーヒー焙煎を活かして地域をより元気にしたいとい
うことです。
私と一緒に久慈市で好きなことや得意なことで地域を元気にす
るチャレンジをしませんか。

お問い合わせ

24日（月祝）
・食文化体験「まめぶ」づくり
・「もしも地域おこし協力隊になったら？」ワークショップ
・道の駅くじやませ土風館  解散(12:30)

※天候などによりツアー内容は変更になる場合があります

23日（日）
・観光地見学
・新山根六郷会
 　フィールドワーク
・べっぴんの湯

主催：久慈市　企画運営：合同会社プロダクション未知カンパニー

募集人数 １０名（最小遂行人数　４名）
※応募者多数の場合は事務局にて選考と
なります。
 ※電話及びメールで事前ヒアリングをさ
せていただきます。

久慈市で夢
や理想を叶

えよう！


